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をフ ィール ドとす る牛沢 さんの案内を受 け られた

こと。 このあた り、一一一見、 自然 の ままの ようだけ

れ ど、人の入込み 、スキ ー場や採石 などで急速 に

変ぼ うしつつ あるとい う。ほ んとに街 に近 く森と

川 と山に恵 まれた こんないい観察場所 があったな

んて、それが急速に失わ れつつあ るなんて知 らな

か った ので あ ります。そ して、 きれいなせせ らぎ

を見 なが ら、春や夏に また こなければ な らないね

と話 しあ ったので あ りま した。
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九月の例会では 、友の会始 まって以来 の事件 が

お こ りま した。三 日の予定が当 日雨で急遽十 日に

変更 されたのです。幾人 かへの電話 と、地 ド鉄琴

似駅 のバス ター ミナル に 日野 間 さんがは りついて

日延べ の連絡 を したのですが 、宮城 の沢 のゲー ト

前に直接集 ま った連絡 もれの人 が四名 一。

いつ まで待 って も皆 が こないので、四名だけで

観察会 を されたそ うです。雨 もさ程ひ ど くは降 ら

ず充実 した ひとと きだ った とか。 牛沢先生、村 野

さん と実力者 が揃 った とはい え、 ここが並 のサー

クル と植物友の会の違 いではないで しょうか。

そんな こん なで九月十 臼は参加 者16名 といつ も

よ り少人数 の例 会 とな りま したが、北 見か ら帰 っ

てこられた加藤和 子 さん ご夫妻 がみ えて、あの楽

しいお しゃべ りと笑 い声 で陽気な 一・日とな りま し

た。

宮城 の沢は勾配のゆ るや かな林 道を沢が幾回 も

まいて 、右 、左の崖 か らは ジ ワジ ワと水が湧 き、

のんび り気楽 な散歩 を しなが ら様 々な植物 を観察

で きるコースです。

あた りは も うすつか り秋 で、花は タデ ぐらいで

したが・実 は色々な もの を観察 で きました。私の

メモでは ノ リウツギ、オオ カメノキ、ツ リバナ、

サ ワシバ、アカソ、 ウシタキ ソウ等 とあ りますが、

中で も加藤 さん推薦 のキツ リフネの実は まるで アー

モ ソ ドか クル ミの よ うな香ば さで、皆で手の平 に

は じかせ て集 めては何度 も味見 を しました。較べ

てみ るとツ リフネ ソウの実は少 し青 くさいよ うで

した。

他にはス ミレサイシソやヤブマ メの実を原先生

の解説で じっく り見 ま した。三 つには じけた萸に

行儀 よ く並ぶス ミレサイ シソの種:子。アイヌの人々

の食料だ った とい う地 上 と地下の ヤブマ メの実。

ヤマ ブ ドウや コクワの実 があち こちにぶ らんぶ

らん と下 っていて、 この 山 も今年 は大豊作です。

1笈 田 さんにい うな よ一。全部 と られち ま うか ら

なあ一」 と見 つけるたびに 日野間 さんが皆に注 意

してい ま したが 、それ は無理 とい うものです。笈

田一子の地獄耳な らぬ⑳⑭⑧ には誰 もか惣 、・っこ

あ りません。

マタ タビもた くさんな ってい ま したが
、 これ に

は笈 田 さん 目もくれ ないので、加藤 さんと私 とで

マタタ ビ酒 をつけ るべ く山分け しま した
。 マタタ

ビ酒の薬用効 果 を調べて みると 「神経痛、腰痛、

リュウマチ、滋養強壮 」 とあ りま し した。加藤 家

と金 上家 、マ タタビ酒で平成二年 も元気に くらせ

そ うです。

この 日日野闘 さんは 「僕 は今 日は しっか りや る

んだぞ。」 と宣言 して、 シダか らイネ科 カヤ ツ リ

グサ科 まで丹 念に メモ して いま した。私の メモは

五 卜三で終 ってい ます 。 日野間 さん の リス トは ど

んなで しょうか。楽 しみに してい ます。又湿原の

で き方について も、地面 に図をかいて丁寧に教え

て くだ さい ました。あ りが と う。

とにか く、長 くな って列の前へ後 へ連絡 係で と

び歩 くの も含 めて、 日野 間 さん大活躍 の一 日で し

た。

山道に 半分埋 まって いた石 英の結晶の大 きな固

りを拾 った こと。帰途 アオバ トを見に寄 った張碓

の崖 になんと クマ タカが飛んで きて 、雄 姿をた っ

ぷ りと見せて くれ た こと等々、私に と って最後 ま

で幸運な秋の一 日で した。
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